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は  じ  め  に 

 

本校は平成 24 年度からスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受け、研究開発課題

「－足利から世界へ－日本最古の学校のある足利の地から、国際社会で活躍できる科学技術者の育成

を目指して」のもと、将来の国際的な科学技術関係人材の育成に取り組んでいます。５年次にあたる

平成２８年度は、これまでの検証をもとにして、実施したプログラムの課題・問題点の解決を図り、

新たな事業研究にも取り組みました。一方でこの５年間を検証・総括し、２期目申請に向けての事業

計画の見直し等に着手しました。 

本校のＳＳＨプログラムは、１学年では「ＳＳ基礎ステージ（しらべる・はかる人を育てる）」と

して、様々な観点から自然科学に対して実証的・合理的・体系的な思考能力を養うことを目的とした

プログラム開発を進めています。大学教授等による先端研究分野に関する講演会や研究施設等の訪問、

企業研修・両崖山自然観察研修・地学研修を通して、地元の先端企業の科学技術者との交流や環境調

査等も行っています。また、足高サイエンスプログラム（教科横断型の自然科学プログラム）を「Ｓ

Ｓ基礎」で実施し、すべての１年生が数学・理科・体育・測量の探求型学習に取り組んでいます。２

学年では「ＳＳ応用ステージ（ときめき、まなぶ人を育てる）」として、１学年で学習した内容を基

礎に、グループごとに設定した研究テーマについて課題研究を「ＳＳ探究Ⅰ」「ＳＳ学際Ⅰ」で実施

しています。その際には、足利工業大学・宇都宮大学・群馬大学・明治大学等の高等教育機関のご協

力をいただいています。３学年では「ＳＳ発展ステージ（かがやく、かがやく人を育てる）」として、

２学年の「ＳＳ探求Ⅰ」「ＳＳ学際Ⅰ」で取り組んだ課題研究の成果を論文（要旨は英語）にまとめ

るプログラム「ＳＳ探求Ⅱ」「ＳＳ学際Ⅱ」を実施しています。 

今年度で４回目となる海外研修では、研修先であるイリノイ大学スプリングフィールド校の職員と

本校職員とが連携し、作成した研修プログラムに 1７人の生徒が参加しました。講義やフィールドワ

ークなど、高校では体験することができない大学での科学的探究活動とともに英語でのプレゼンテー

ション能力やコミュニケーション能力の向上に取り組んでいます。また、小学生・中学生のための「オ

ープン理科教室」を毎年地域の公民館等で実施していますが、参加希望者も多く年々充実し、今年度

も同じＳＳＨ指定校の白鴎足利高校と協働して開催しました。本事業の地域貢献という役割を果たし

ていると思います。今後も近隣のＳＳＨ指定校との連携を研究していきたいと考えています。さらに、

科学部が日本動物学会、日本学生科学賞栃木県展覧会、サイエンスアゴラ、明治大学現象数理学発表

会等で研究成果を積極的に発表しました。この他にも「科学の甲子園」、「数学オリンピック」など

各種コンクールにも挑戦しています。 

本報告書は、各事業の実施結果について考察し、その中で浮かび上がってきた課題や問題点などを

まとめ、今後の取り組みに反映させようとしたものです。是非、ご一読いただき、ご指導・ご助言を

賜りたくお願い申し上げます。 

最後に、本校ＳＳＨの研究開発にあたりご指導・ご支援をいただきました文部科学省や科学技術振

興機構（ＪＳＴ）、栃木県教育委員会、運営指導委員の皆様、また、人的・財政的ご支援をいただき

ました同窓会の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

平成２９年３月 

                          栃木県立足利高等学校長 橋本 正治  
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    平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（要約）  

 

①   研究開発課題   

 －足利から世界へ－  

日本最古の学校のある足利の地から、国際社会で活躍できる科学技術者の育成を目指

して  

  科学的創造性と独創性に富んだ生徒を育てるため、地域の人や文化・自然に触れ、大

学等と連携して、科学的資質・能力を開発する研究を行う。  

 

②   研究開発の概要   

・本校の概要    

  本校は今年度創立９５年を迎えた公立普通科男子校である。生徒全員が４年生大学進

学を希 望しており、例年文系に比べ理系学部学科への進学者が６割を超えている。そ

こで基礎学力の重要性を認識し、理数教育に重点を置いた様々な実践活動を通して、問

題解決能力、コミュニケーション力、情報発信力をもった質の高い生徒を大学に送るこ

とが本校の使命であると考えている。将来、文系分野を志望する生徒にとっても同様で

あり、論理的思考力をもち国際的視野を有するトップリーダーの育成を目指す。  

 

・研究テーマ  

  生徒が先進的な授業を通して自然科学への知的探究心を深められるよう、教員は下記

６項目 の研究仮説に関する実践活動を通して指導法を確立し、授業の運営、外部機関

との連携、進路指導、部活動の指導等の改善を目指す。実践と評価を繰り返すことによ

り、将来の科学・技術の研究開発に意欲的に取り組む人材を育成し、併せて教員の指導

力の向上を図る。  

 (1) 組織的、横断的な指導による国際的視野を有する人材の育成  

  (2) 大学・研究機関との連携を継続発展させた学習方法の開発  

  (3) 文系ＳＰコース在籍生徒の理数的問題処理能力育成のための研究  

      －科学的視野をもつ人材の育成－  

  (4) 情報活用能力の育成  

  (5) 国際的に活躍できる人材の育成  

  (6) 地域との連携強化  

 

③   平成２８年度実施規模   

・実施５年目になり、１年生は５クラス全員(１７８名)を対象に実施し、「総合的な学習

時間」と「情報Ｃ」を、ＳＳ教科科目に代替し履修する。さらに、２、３年生は国際数

理コース各学年１クラス (４１名＋４１名)、文系ＳＰコース各学年１クラス(２６名

＋２６名)を対象に実施し、「総合的な学習時間」、学校設定科目「探究科学Ⅰ及びⅡ」、

「学際研究Ⅰ及びⅡ」をＳＳ教科科目に代替し履修する。  

・講演会や教科横断的事業（科学の甲子園、数学オリンピック、英語によるディベート選

手権等への参加）については、全学年を対象に実施または告知し活動を盛り上げていく。 

・科学部系活動においては全学年から希望者を募り、科学部員として観察実験等を含む研

究活動 を行いながら、課題研究の発表や各科学コンクールへの積極的な参加を促して

いく。  

 

④ 研究開発内容   

○研究計画  

  上記研究開発(1)～(6)に関する年次ごとの実施状況(H24～28（最終年度）)と、H29

（再指定）以降の研究計画は下記の通りである。  

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24 

 第  

 １  

 年  

 次  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年全員（６クラス２３９名）がＳＳＨ事業活動に参加した。その際、特に

下記の４項目について研究開発・検証・評価を実施した。  

①  基礎学力向上のための教育カリキュラムの研究と習得状況の検証。  

 「ＳＳ基礎」、「ＳＳ情報」の指導内容と指導方法についての研究を進め、

併せて文章表現能力、コミュニケーション能力、これからの社会における科

学観、倫理観等の育成に着手した。また新学習指導要領で重視された数学・

理科(「物理基礎」、「生物基礎」(ともに１学年次に履修)）における基礎知

識や基本的な観  察・実験等のスキルについて習得させた。  

 

②  大学、研究施設、足利学校を含む地域の文化施設等との連携と実践状況の

検証。  

  足利市内にある史跡足利学校、鑁阿寺、足利まちなか遊学館の見学や講演

会を通して地元の文化施設に触れた。特に日本最古の学校である足利学校

に保存されている天文図や宥座の器（重心の原理を応用した器）等の自然

科学的遺産について歴史的な意味やその仕組み等を理解し先達の考え方

や知恵を理解した。  

 

③   国際性への取り組み。  

  平成２５年度夏、交流事業の一つとして米国イリノイ大学スプリングフィ

ールド校（名称 UIS）派遣のための準備を行った。現地での理数教科授業

への参加、観察・実験等を含む活動を通して、問題処理の方法、質疑応答

の違い等に気づかせ国際感覚を高めることをねらいとする。事前指導とし

て下記の内容を実践した。  

  (ｱ) １学期よりＡＬＴによる英語のコミュニケーション能力の向上を図っ

た。  

  (ｲ) 学校設定科目「ＳＳ探究Ⅰ」、「ＳＳ学際Ⅰ」においてグループ研究活

動を始めたが、インターネット等を通して各研究テーマに関して事前に

情報交換し、現地でのスムーズな研究活動を強化できる各プログラムを

実施した。  

 

④ 地域における科学教育の準拠点校としてあり方の研究。  

   土曜日を利用し、近隣の小・中学校向けにオープン理科教室を開催した。

生徒や保護者、地域に対して科学教育への理解、自然への興味・関心を深

める様な環境作りに努めた。さらに本校生徒(科学部員)をＴＡとして参加

させ、コミュニケーション能力の向上についても研究し活動を盛り上げ

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 

 第  

 ２  

 年  

 次  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年は全員(５クラス２０２名)がＳＳＨ事業活動し、上記各事業を再プロ

グラム化して活動た。さらに２年国際数理コース、文型ＳＰコース各１クラス

在籍者には、１年次の基礎ステージにおける学校設定科目「ＳＳ基礎」、「Ｓ

Ｓ情報」で取り組んだ体験活動を活かし、文系・理系を問わず科学的素養を身

につけさせ、特に下記の４項目について研究開発・検証・評価を実施した。  

①  研究開発科目への取り組み  

    「ＳＳ探究Ⅰ」、「ＳＳ学際Ⅰ」への適切な指導法と校内体制のあり方を

研究した。テーマごとの指導・助言、大学との連携、レポートのまとめ方、

発表内容等を詳細に検討し、３年次の研究論文作成に向けて指導を行って

いった。  

 

②  国際交流の推進－英語教育の強化－  

    米国イリノイ大学スプリングフィールド校（UIS）へ生徒を派遣した。現

地での英語による授業の理解度、観察・実験等での質疑応答力を通して、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒の国際性が高められるかを相互に検証し、併せて１学期に実施する教

科横断的な事前の学習過程を検証していった。  

 

③  本校からの情報発信について  

    生徒募集時（１学期実施の各中学校訪問、また例年夏休み中に実施する中

学３年生を対象にした１日体験他）にＳＳＨ実践校であることを周知さ

せ、様々な活動  情報を提供した。さらに地域にも日々の広報し、情報

交換をしながら協力体制を  維持していった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 

 第  

 ３  

 年  

 次  

 

 

 

 

 

 

平成２４年度入学生のＳＳＨ事業完成年度である。各活動での理数教育実践活

動を、前年度の３年生と比較し、指導計画の検討・改善を行った。  

①  講演会、課題研究等への取り組み  

専門分野に特化しこうどなないようを含むときは、放課後や長期休業を

利用して実施し、興味・関心の高い生徒へのニーズに応えることができ

た。特に１年生は地元足利工業大学との連携事業を通して、地球規模や

開発途上地域における様々なエネルギー問題について考える機会を作

り、文系の生徒たちに対しても効果的な研修・問題提起を行うことがで

きた。また２年「ＳＳ探究Ⅰ」、「ＳＳ学際Ⅰ」においては各生徒とも自

主的に探究活動を行った。また理科の教員ばかりでなく全ての教科から

教員を割り当て課題研究の指導を自死することができた。さらに３年「Ｓ

Ｓ探究Ⅱ」、「ＳＳ学際Ⅱ」においては英語教員とＡＬＴを中心に、英語

での表現力、コミュニケーション能力、情報発信能力の向上を目指して

前年度の課題研究論文の英訳に取り組んだ。  

 

②  評価と総括について  

  中間評価に向けて３年間を総括し、併せて校内体制の見直し等を検討し、

次年度に反映させた。  

 

H27 

 第  

 ４  

 年  

 次  

全学年において教科ＳＳが実施され２年目の年度となった。３カ年１サイクル

の研究開発内容を総括し、校内での各教科の横断的連携や大学連携機関との協

力体制を強化した  

 

①  １年生『足高サイエンスプログラム』の実施。  

「ＳＳ基礎」において、理数各分野の５つのプログラムを順に体験して

いくものであるが、学年主導での実施をスムーズに展開できるような体

制作りを行った。  

 

②  各種情報の提供について  

「ＳＳＨ通信」は、校内に掲示し事業成果を学校全体に普及するととも

に本校ＨＰへの掲載、近隣中学校や学習塾へ配布し情報発信力を高めた。 
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４年間の実績を総括し、指定最終年度の取り組みの一環として探究活動におい

てルーブリック評価を導入した。生徒の自己評価、相互評価、年間評価、教員

評価に関しても簡易版を模索し試行した。さらに各連携機関との協調体制を再

度検討し、平成２９年度以降の継続体制作りとして足利工業大学をはじめとし

た諸機関との連携継続を依頼した。研究成果のまとめとして、教材、各種指導

プログラム、指導事例等を整理し、連携教育機関、文化施設及び公民館等を含

む近隣地域に配布し情報を提供した。さらに、英文での資料集を作成し、国際

的なプレゼンテーション能力育成に努めた。  



○教育課程の特例等特記すべき事項  

  平成２８年度入学生の、各年次毎の教科ＳＳの学校設定科目は下記の通りである。  

  ・１年次（平成２８年度実施 ＳＳ基礎ステージ）  

    「総合的な学習の時間」(１単位) → 「ＳＳ基礎」 (１単位)   

     「情報Ｃ」(１単位)       → 「ＳＳ情報」 (１単位)   

     ・２年次（平成２９年度実施 ＳＳ応用ステージ）  

    「総合的な学習の時間」(１単位) → 「ＳＳ応用」 (１単位)  

     「探究科学Ⅰ」(１単位)     → 「ＳＳ探究Ⅰ」(１単位)   

     「学際研究Ⅰ」(１単位)     → 「ＳＳ学際Ⅰ」(１単位)    

     ・３年次（平成３０年度実施 ＳＳ発展ステージ）  

    「総合的な学習の時間」(１単位) → 「ＳＳ発展」 (１単位)   

      「探究科学Ⅱ」(１単位)     → 「ＳＳ探究Ⅱ」(１単位)    

     「学際研究Ⅱ」(１単位)     → 「ＳＳ学際Ⅱ」(１単位)    

  なお３年次では２年次の上記２コース在籍者を対象に「総合的な学習時間」、現在既

設の学校設定科目「探究科学Ⅱ」及び「学際研究Ⅱ」を発展させ、ＳＳＨの各研究開発

科目とする。  

 

○平成２８年度の教育課程の内容  

  「ＳＳ基礎」では、教科にとらわれない横断的な様々な分野から情報をとり、まとめ

発表する能力を育成する。そして２年次の国際数理、文系ＳＰ各コースでの課題研究活

動につなげる。  

  「ＳＳ情報」では情報スキルの向上、プレゼンテーション能力の育成、外部講師の招

聘による英語学習を実践し、語学力を向上させる。  

 

○具体的な研究事項・活動内容  

   ①基礎学力向上のための教育カリキュラムの研究  

   本校では、１年生全員に対しＳＳＨ活動を体験させ、２年次以降は「国際数理コー

ス」、「文系ＳＰコース」の２クラスを対象にＳＳＨの活動を実施することとして

いる。今年度は、自然科学に興味を持ち、自ら考え調べる人材を育成し、次年度以

降の組織的、横断的な指導による国際的視野を有する人材の育成につなげていくこ

とを主眼に置き諸活動を計画し実施した。また情報活用能力の育成の観点からは、

「ＳＳ基礎」「ＳＳ情報」の授業を活用して、情報活用能力の育成に取り組んだ。 

 

③  大学、研究施設、足利学校を含む地域の文化施設、地域等との連携推進と実践状況  

希望者を対象とした「つくば研究施設研修」、「日本科学未来館研修・サイエンスア

ゴラ」、「地学研修」、「神岡宇宙素粒子研究施設研修」、「両崖山自然観察研修」

等を実施した。また２年生国際数理コースの一部の生徒が「ＳＳ探究Ⅰ」の授業に

おいて足利工業大学に出向き、各専門の先生方の指導や助言を受けながら、研究テ

ーマに取り組むことができた。  

 

④  国際性への取り組み       

   今年度の国際化への取り組みとしては、イリノイ大学スプリングフィールド校での

海外研修、ディベートへの参加、ＡＬＴによるコミュニケーション能力の向上に向

けた取り組み等を実施した。  

 

⑤  地域における科学教育の準拠点校としてあり方の研究  

   今年度は小学校向けにオープン理科教室を２回開催した。（うち１回は白鴎足利高

校、足利市内三重公民館との共催）その際、本校生徒をＴＡとして参加させコミュニ

ケーション能力の向上図った。また、ＳＳＨの諸活動をＳＳＨ通信にまとめ近隣の中

学校、学習塾等にも配布し地域との連携強化を図った。  



⑤ 研究開発の成果と課題   

○実施による効果とその評価  

 ①基礎学力向上のための教育カリキュラムの研究と習得状況の検証      

   １年生全員を対象に、興味・関心の高い入門的・啓蒙的な講演会と希望者に対して

は専門性に特化した内容にて放課後講演会を実施した。後者に関しては特に好評だっ

た。また、実際に実験・実習を伴う研修の回数を増やすことで意識の改善に努めてい

く。さらに「ＳＳ探究Ⅰ」「ＳＳ学際Ⅰ」の授業も活用し、データの分析の手法を学

習させたうえで、一人一人がより深く調べ、仮説を立て、自らの考察を加え検証し発

表する機会を増やし、更なる情報活用能力の育成に繋げる必要がある。  

  情報活用能力の育成については、アンケート結果からほとんどの項目で肯定的な意見

が多く見られ、情報活用能力が育成されていると判断できる。  

 

③  大学、研究施設、足利学校を含む地域の文化施設、地域等との連携推進と実践状況の

検証  

今まで足利工業大学、群馬大学、宇都宮大学との連携の元で探究活動を行ってきた

が、生徒のテーマと内容に合致する専門分野が無く、今年度は足利工業大学とのや

りとりだけになった。次年度は「ＳＳ応用」の「課題研究」を実施するにあたり他大

学との継続的な連携を行い、大学との連携を継続発展させた学習方法の開発を図る。 

 

④  国際性への取り組み  

イリノイ大学スプリングフィールド校における研修およびその事前・事後研修、課題

研究の英語によるプレゼンテーション、科学的内容の原書講読等の取り組みを通じて

国際的に活躍できる人材を育成するプログラム開発を更に進める。  

 

⑤  地域における科学教育の準拠点校としてあり方の研究  

   今年度の反省をもとに、オープン理科教室の対象、回数、実施時期、内容を検討し、

参加数の増加につなげる。また、今年度は本校生徒だけを対象に実施していた講演会

を近隣の高校にも案内し、科学教育の準拠点校としての基盤作りに努める。更にＳＳ

Ｈ通信を継続し、生徒や保護者、地域に対して科学教育への理解、自然への興味・関

心を深めるような環境作りに努める。  

 

○実施上の課題と今後の取り組み  

 ・事前、事後学習での効果を上げるための対策  

  大学等での研修、講演会等を含め、講師の先生方との打合せを綿密にしながら、講義

の内容や流れ、配付資料等の中身についてさらに検討していく必要がある。  

  ・高大連携事業の活性化  

    本校と同じく足利市内にある足利工業大学工学部との連携活動数が減少した。生徒が

独自に研究を進めていくことができる環境作りを行いながら連携を進めていくこと

が肝要である。また、校外研修について、大学との相互のつながりや各研修のポイン

トとなる接点を明確にして高大連携事業に取り込み、関連性を強化していく必要があ

る。  

  ・「足高ＳＳＨ研究成果発表会」の開催時期再検討  

  平成２９年２月４日（土）に開催した。（２月６日（月）代休）午前は４限目から２

学年国際数理コース「SS 探究Ⅰ」、文系ＳＰコース「SS 学際Ⅰ」による各ポスター

発表を行い、午後は各成果発表会（上記２コース生徒による１年間の各班別観察・実

験等のまとめ、また科学部員による成果報告、H25 海外研修報告他）を開催した。今

年度の実施結果を踏まえて、開催時期や実施方法、広報活動等を再検討する。  

 ・H29 海外研修(H25 から実施)事前指導等の準備  

  米国イリノイ大学スプリングフィールド校ＳＳＨ事業主担当者との連絡を密にしな

がら、参加生徒達への語学研修を含む事前のプログラムを早期に開始する。  



 

第２章 平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

研究開発課題  

 －足利から世界へ－  

  日本最古の学校のある足利の地から、国際社会で活躍できる科学技術者の育成を目指

して科学的創造性と独創性に富んだ生徒を育てるため、地域の人や文化・自然に触れ、大

学等と連携して、科学的資質・能力を開発する研究を行う  

 

研究仮説  

   生徒が先進的な授業を通して自然科学への知的探究心を深められるよう、教員は下記６

項目 の研究仮説に関する実践活動を通して指導法を確立し、授業の運営、外部機関との

連携、進路指導、部活動の指導等の改善を目指す。実践と評価を繰り返すことにより、将

来の科学・技術の研究開発に意欲的に取り組む人材を育成し、併せて教員の指導力の向上

を図る。  

  ①  組織的、横断的な指導による国際的視野を有する人材の育成  

   ②  大学・研究機関との連携を継続発展させた学習方法の開発  

   ③  文系ＳＰコース在籍生徒の理数的問題処理能力育成のための研究  

       －科学的視野をもつ人材の育成－  

   ④  情報活用能力の育成  

   ⑤  国際的に活躍できる人材の育成  

   ⑥  地域との連携強化  

 

  平成２８年度は指定から５年目となり、指定第１期目が終了となる。ここでは平成２

４年度から平成２８年度までの５年間の取組とその成果について報告する。 

 

（１）基礎学力向上のための教育カリキュラムの研究と習得状況の検証 

 仮説① 組織的、横断的な指導による国際的視野を有する人材の育成 

・平成２４年度  

１年生（６学級２３９名全員）に対しＳＳＨ活動を実践した。自然科学に興味を

持ち、自ら考え調べる人材を育成し、２５年度以降の組織的、横断的な指導による

国際的視野を有する人材の育成につなげていくことを主眼に置き諸活動を計画し、

実践した。  

 アンケート結果からは、理科に関する興味・関心は高いが、「数学を使う職業に

就きたい」 「数学の知識は日常生活を送る上で役立つ」の質問に対し肯定的な意

見が少なかった。これは、 日常生活や科学の研究の中でどのように数学が活用さ

れているかを十分に紹介できていないか らと考えられる。放課後講演会として、

明治大学先端数理科学研究科の小川知之教授の「数学で自然現象と対話しよう」を

実施し、数学が自然科学の様々な分野で使われていることを紹介したが、対象が希

望者であったため、興味がある生徒への意識付けはできたが、生徒全体の意識付け

にはならなかった。次年度は、１年生全員を対象にこのような講演会や開催するこ

とや、実際に実験・実習を伴う自然科学系の研修の回数を増やすことで意識の改善

に努めたい。  

 また、国際的視野を有する人材の育成については、次年度以降予定している海

外研修や英語によるプレゼンテーション、英語によるディベート等の活動を通じ

活性化していきたい。  

 

 



・平成２５年度  

平成２５年度は２学年の学校設定科目「ＳＳ応用」「ＳＳ探究Ⅰ」（国際数理）

「ＳＳ学際Ⅰ」（文系ＳＰ）でグループや個人での課題研究を実施した。このうち

「ＳＳ探究Ⅰ」は新学習指導要領での新設科目「理科課題研究」の目標をふまえた

科目として実施した。生徒、教員で十分な検討を行った上で研究課題を設定した。

その後、仮説の設定、実験の計画、実験による検証、実験データの分析、疑問点の

検討を繰り返して研究を進め、その成果を研究報告書にまとめた。また、２月 13

日に実施したＳＳＨ生徒研究成果発表会において全員が発表を行った。  

 ２４年度の課題であげられた「理科への興味・関心に比べ数学への興味・関心が

低い」との反省に基づき数学的な活動の強化を図り、数学の持つ面白さ、自然科学

の問題を解決するための必要性について考えさせた。課題研究、各種発表会、海外

研修、ディベート、ＡＬＴや外国人講師による指導等を実施し、自らが目的意識を

持って実験や観察を行うこと、多方面からデータの分析を行い考察すること、結果

を論文やプレゼンテーションにまとめること、英語での表現、発表、議論などの経

験を通じ思考力、判断力、表現力の育成に努めた。  

 海外研修では現地で研究した内容を英語でまとめプレゼンテーションをするプ

ログラムを実施した。また、ディベートでは、日々の地道な活動の結果、２月２日

さ い た ま 市 立 浦 和 高 校 で 行 わ れ た  The 6th Kanto Winter Cup English 

DebateTournament において３位に入賞した。このような活動を通じ論理的思考力、

表現力が高まった生徒が増え、その生徒が校内での発表を行うことが刺激となり、

他の生徒にも効果が波及した結果ではないかと考えられる。  

 

・平成２６年度  

 ２５年度は学年全員に対して講演会を多く実施したが、レベルの高い内容の講演

もあり、全員に聴講させる意義・必要性について反省があった。そこで、今年度は  

 ①学年全員を対象とする講演は入門的な分かりやすい内容のものとする。  

 ②高度な内容の講演は放課後や長期休業を利用し希望者を対象とする。  

 ③このことにより空いた時間を様々な科学体験活動に利用する。  

ことを確認し、計画を作成し実施した。  

 これらの改善により、興味・関心の高い生徒には前年以上にレベルの高い内容の

講演会・研修を多数実施することが可能になったとともに、１学年全員を対象に足

利工業大学での自然エネルギー研修を実施し、地球規模のエネルギー問題や開発途

上地域におけるエネルギー問題について考える機会を作れ、文系の生徒にも効果的

な研修を組むことが出来た。  

 前年度の反省としてあげられた時間割上の問題点は、ＳＳＨに関する学校設定科

目を総合的な学習と異なる時間に配置することで解決した。今年度は理科の教員だ

けでなくすべての教科から教員を割当て、課題研究の指導を実施することが出来

た。  

 また、昨年実施した足利工業大学に加え、群馬大学とも連携し、課題研究を進め

ることが出来た。しかし、研究指導の内容や各大学までの移動時間を考えると正規

の授業時間帯だけでは難しい面もあり、実施形態については検討する必要がある。 

 ３学年の学校設定科目「ＳＳ探究Ⅱ」（国際数理）「ＳＳ学際Ⅱ」（文系ＳＰ）

では、前年度に実施した課題研究の検証と、論文の英訳を行った。英語科の教員と

ＡＬＴの全面的な協力体制が整い、他教科と連携しながら英語での論文作成を進

め、対象となるすべての生徒が論文を書き上げることが出来た。  

 

・平成２７年度  

      平成２６年度で１学年～３学年全ての学年においてＳＳＨ活動が実施された

２７年度は一連の活動を検証するとともに、以下の新規事業の開発を行った。  

①足高サイエンスプログラムの実施 (２時間型の５種類の自然科学プログラム) 



②ＳＳ基礎における選択研修の実施  

まず①においては、理科だけでなく他教科からも自然科学プログラムを用意し

てもらい、さらにその教科からも指導を行ってもらうことにより、組織的、か

つ、教科を横断した事業を実施することに成功した。 

次に②においては、研究開発１年次より開発してきたカリキュラム（つくば研

修やカミオカンデ研修、オープン理科教室ＴＡ等）を整理し、選択必修型のプ

ログラムとして再編した。これにより、１年生全員が、必ず自分の興味を持っ

たどれかのカリキュラムに参加できることになり、全員にまんべんなくＳＳＨ

活動に参加できるようになった。 

 また、ＳＳＨカリキュラムと他の校内行事を同一時間に並行させることによ

り（例：足工大自然エネルギー研修と奉仕活動）１回あたり少人数での研修が

実施できるようにした。 

 ２年生の学校設定科目「ＳＳ応用」「ＳＳ探究Ⅰ」（国際数理コース）「ＳＳ

学際Ⅰ」（文系ＳＰコース）では、例年実施している足利工業大学に加え、宇都

宮大学とも連携し、課題研究を進めることが出来た。 

 ３学年の学校設定科目「ＳＳ探究Ⅱ」（国際数理コース）「ＳＳ学際Ⅱ」（文

系ＳＰコース）では、２年次に実施した課題研究について、論文の英訳及び英語

での発表を行った。英語科の教員とＡＬＴが中心となり、他教科と連携しながら

英語での論文作成を進め、対象となるすべての生徒が論文を書き上げることが出

来た。  

 

・平成２８年度  

    指定最終年度として各事業の検証を行い、２期目の事業内容について計画して

いくとともに、以下の通り実施内容を調整した。  

①  足高サイエンスプログラムの内容の改良  

②  選択研  修のプログラムの増加  

①  については、２７年度は数学分野の内容と物理分野の内容が近かったため

 数学分野の代わりに新たに化学分野（元素を調べる活動）の内容を追加した。ま

 た、担当者についても、学年の教員全員を各プログラムのいずれかの担当に付け

 全教科を巻き込んでの活動とした。  

②  については、現在まで行っていなかった医学分野の選択研修（群馬大学重

 粒子線医学研究センターとの連携）も実施することができた。また、選択研修の

 担当教員についても、学年行事とすることで、教科を巻き込んでの活動とするこ

 とができた。  

   これらの結果、アンケート結果質問1「科学に対する興味・関心が高まった」の

回答は肯定的回答が過去最高となった。  

   課題研究では１学年「ＳＳ基礎」「ＳＳ情報」で課題研究に必要な問題意識の発

見や情報処理能力の習得を行い、２学年「ＳＳ探究Ⅰ」「ＳＳ学際Ⅰ」で探究活

動を行い３学年「ＳＳ探究Ⅱ」「ＳＳ学際Ⅱ」で論文を英訳・発表、といった一

連の指導過程が構築できた。  

 

仮説④ 情報活用能力の育成 

・平成２４年度 

２４年度は、１学年学校設定科目「ＳＳ基礎」「ＳＳ情報」の授業を活用して、

情報活用能力の育成に取り組んだ。アンケート結果から、ほとんどの項目で肯定的

な意見の伸びが見られ、情報活用能力が育成されていると判断できる。しかし、複

数データの比較や必要な情報の取り出し、筋道を立てた説明、相手への質問といっ

た項目では否定的意見が多く見られる。また、「ＳＳ情報」のまとめにあるように、

グループでの発表中心であったため、他に依存してしまう生徒も見られた。 

 



・平成２５年度 

平成２５年度は１学年に加え２学年の学校設定科目「ＳＳ探究Ⅰ」「ＳＳ学際

Ⅰ」でグループや個人での課題研究を実施し、その中で情報を分析する能力の育成

を図った。また、２学年「ＳＳ応用」では論文作成のためのプロセスの指導やプレ

ゼンテーション力の向上に努めた。いずれも前年の課題である「複数データの比較

や必要な情報の取り出し、筋道を立てた説明、相手への質問といった項目では否定

的意見が多く見られる。」の改善を図る取組として行った。 

 

・平成２６年度  

１学年では「ＳＳ基礎」「ＳＳ情報」の授業を活用して、情報活用能力の育成、

２年生では課題研究を通じ情報分析力・思考力・判断力・表現力の育成、３年生で

は前年度作成した課題研究論文の英訳を行い、英語での表現力・コミュニケーショ

ン能力・情報発信力の育成を図った。  

 

・平成２７年度  

 １学年では「ＳＳ基礎」・「ＳＳ情報」の授業を通して情報活用能力を育成し

た。「ＳＳ基礎」では「足高サイエンスプログラム」のなかでタブレットを使用

し、情報収集や情報処理のツールとして活用することができた。また、昨年度に

引き続きプレゼンテーションと著作権に関する講演会を実施した。「ＳＳ情報」

ではミニ課題研究を実施し、プレゼンテーションの手法について学習した。２学

年・３学年においては課題研究を通して実践的に情報活用能力を身に着けさせた

。  

・平成２８年度  

     ２７年度同様、１学年では「ＳＳ基礎」・「ＳＳ情報」、２学年以降では課題

研究において情報活用能力の育成を行った。また、各事業の検証を行い、２期目

の事業内容についての計画を始めた。タブレットの使用については、生徒も使用

方法に慣れ、課題研究でも手軽に使えるツールとして活用することができた。  

 

（２）研究開発科目への取組 

   仮説③ 文系ＳＰコース在籍生徒の理数的問題処理能力の育成のための研究 

      －科学的視野をもつ人材の育成－ 

・２４年度 

文系ＳＰコースは２学年でのコースのため、２４年度は実施無し。 

 

・２５年度 

２５年度は、２年文系ＳＰコースの生徒を対象とした学校設定科目「ＳＳ応用」

「ＳＳ学際Ⅰ」で個人での課題研究を実施し、研究内容を論文にまとめ発表を行っ

た。文系のクラスであるため、実験・観察等の活動は行えなかったが、科学的な視

点に立ち研究を進めることをテーマとして指導にあたり、単にデータの収集を行い

まとめるのではなく多方面からデータを分析し、自らの考察を加え論文にまとめる

ことの必要性を伝え、活動に取組ませた。 

 

・２６年度 

２年文系ＳＰコースの生徒を対象とした学校設定科目「ＳＳ応用」「ＳＳ学際Ⅰ」

でグループでの課題研究を実施し、研究内容を論文にまとめ発表を行った。文系の

クラスであるが、科学的な視点に立ち研究を進めることを目標に指導にあたり、単

にデータの収集を行いまとめるだけではなく多方面からデータを分析し、自らの考

察を加え論文にまとめることの必要性を伝え活動に取組ませた。夏期休業中に現地

に出かけ調査する班、現象を確認するための科学的実験を行う班、アンケート調査

を行い多角的に分析する班など、従来の課題研究に比べ科学的な手法を使い研究す



る班が増加した。10 月までは主に研究活動に充て、10 月末に効果的なプレゼンテ

ーション手法についての実技を伴う講演、その後は研究のまとめに充てた。また、

文系の生徒を主対象とし、「専門的な学習をする際に必要な数学、情報等の内容を

理解し、理系教科学習の重要性を認識させ意欲的に学習に取り組む契機とする」た

めの講演会を開催した。 

 

 ・２７年度 

  ２年文系ＳＰコースの生徒を対象とした学校設定科目「ＳＳ応用」「ＳＳ学際

Ⅰ」でグループでの課題研究を実施し、研究内容を論文にまとめ発表を行った。

国際数理コースの課題研究は理・数の教員中心で実施しているのに対し、文系Ｓ

Ｐコースの課題研究は地歴公民・国語・体育の教員中心で実施した。３年次の論

文英訳は英語科中心で行っており、文系理系全体で考えると全職員で課題研究の

指導にあたることができた。  

科学的な視点に立ち研究を進めることを目標に指導にあたっており、単にデー

タを収集するだけの調べ学習で終わりにするのではなく、アンケートや実験を通

して、得られたデータを科学的に処理し論文を作成していくよう指導を行った。  

 

 ・２８年度  

    ２７年度同様、２年文系ＳＰコースの生徒を対象とした学校設定科目「ＳＳ応用

」「ＳＳ学際Ⅰ」でグループでの課題研究を実施し、研究内容を論文にまとめ発表を

 行った。また、各事業の検証を行い、２期目の事業内容についての計画を始めた。  

   課題研究は地歴公民・国語・体育の教員中心で実施した。アンケート等の調査は校

内だけでなく、他校生徒等にも調査を試みた。また、昨年度実施できなかった文系

生徒対象の講演会を今年度は実施することができた。この結果アンケート結果１「

科学に対する興味関心が高まった」アンケート結果４「理科の学習意欲が高まった

」等の回答が改善している。  

 

（３）大学、研究施設、足利学校を含む地域の文化施設、地域等との連携推進と実践状

況の検証  

仮説② 大学・研究機関との連携を継続発展させた学習方法の開発 

 ・２４年度 

１年生全員を対象とした「つくば研究施設研修」「日本科学未来館研修」、希望

者を対象とした「宇都宮大学遺伝子解析研修」「神岡宇宙素粒子研究施設研修」を

実施し成果を上げたが、いずれも単発的な研修であり継続的な連携はできなかっ

た。 

     足利学校研究については、史跡足利学校研究員を講師に迎え、当時の歴史や教え

ていた学問 （儒教や易学、兵学、医学など）、また地理的特色などについて講演

会を実施した。また併せ て、本校国語科教員が講師となり「論語から見る自然科

学」について、足利学校で学んでいた 『論語』から見える自然科学的知見や考え

方について説明をした。 

 

   ・２５年度 

２５年度は、前年の反省や運営指導委員会の意見をもとに、一部の事業の見直し

や追加を行った。 

     日本科学未来館研修については授業時数の確保の点から事業の変更を検討してい

たところ、運営指導委員会の際、サイエンスアゴラの紹介があった。また、希望者

を対象とした明治大学現象数理学研修を実施し、数学の持つ面白さや自然科学への

活用について理解を深めさせた。 

単に聴講するだけの講演会よりも実験・観察等の活動を自らの手で行う研修や、間

近で結果を確認し考察できる実験・実習形の研修の効果が高いと言える。 



    地域の文化施設を活用する研修としては、２５年度も「足利学校研修」を実施した。 

・２６年度 

科学部の研究活動については、大学と連携した指導が効果を上げている。宇都宮大

学の先生に助言をいただいている生物班の「プラナリアの遺伝子解析～分子系統樹の

作成とＰＣＲによる比較」が、今年度は日本学生科学賞栃木県審査において最優秀賞

（栃木県知事賞）に選ばれた。物理班は明治大学現象数理発表会での発表、化学班は

一部の生徒が東北大学「科学者の卵養成講座(トライアウト枠)」に選ばれ研究指導を

受けている。ＳＳＨ指定以前に比べ活動が非常に活発になった。 

１年生全員を対象とした足利工業大学での「自然エネルギー研修」は単に自然エネル

ギーの活用について学ぶだけでなく開発途上地域おけるエネルギー問題など現代社

会の構造を考えるきっかけにもなり有意義な研修であった。また、地域の研究者の協

力で希望者を対象とした「地学研修」「両崖山自然観察研修」など地域の素材を活用

した研修を始めることが出来た。これらの研修を継続的に実施し、地域の環境・自然

理解を深めることが求められると共に、これらの内容を２年次の課題研究のテーマと

する班が出ることが期待される。 

  第２学年の課題研究では一部の班が足利工業大学や群馬大学の先生による指導・助

言をいただき研究を深化させることが出来た。アンケートにも「大学での研修により

進路意識が高まった」という回答が多く、効果が認められる。 

  地域の文化施設を活用する研修としては今年度も「足利学校研修」を実施した。こ

の研修を受けた生徒が今年度、和算に関する課題研究に取り組み、マスフェスタで

発表した。  

・２７年度 

科学部の研究や課題研究おいて、大学との連携を実施することにより、より高度

な研究を行うことができた。科学部生物班の「プラナリアの遺伝子解析」の研究は

宇都宮大学農学部、科学部化学班の「金属の抗菌作用」の研究は群馬大学理工学部

から指導・助言を受けている。                        

また、科学部物理班は昨年、一昨年に引き続き明治大学現象数理発表会において

研究発表を行った。科学部の活動は人数・内容ともにＳＳＨ指定以前に比べ活動が

非常に活発になった。今後、これらの成果をどう発展させ高大接続につなげるかが

課題である。  

２年生の課題研究においては足利工業大学工学部、宇都宮大学農学部と連携を行

い、高校の実験室では実施できない、より高度な内容の実験や実習を行うことがで

きた。  

また、大学以外でも栃木県立博物館研究員を講師として行った「地学研修」、合

同会社「モリ田守」代表による「両崖山自然観察研修」など地域の特性に関連した

研修を行うことが出来た。今年度の課題研究において、地学分野をテーマにしたも

のや両崖山周辺の自然をフィールドにしたものが行われた。研修が生徒の課題研究

のテーマ設定に関係したものと思われる。  

 

 ・２８年度  

    ２７年度同様、科学部の活動、課題研究、選択研修等の様々な分野において大学

や研究機関と連携を行い、様々な事業を実施した。また指定最終年度として各事業

の検証を行い、２期目の事業内容についての計画を進めた。  

   今年度は、新たに群馬大学重粒子線医学研究センターとの連携も始めることができ

た。連携のきっかけは本校ＯＢの職員の関わりが大きい。今後も同窓会等とも協力

し、新たな連携先を模索していきたい。また、地学分野については校外研修だけで

なく、文系ＳＰコース対象の講演会も実施することができた。  

 

 

 



（４）国際性への取り組み 

 仮説⑤ 国際的に活躍できる人材の育成 

・２４年度  

２５年度派遣を予定しているイリノイ大学スプリングフィールド校 (ＵＩＳ )の訪

日団との交流、ディベートへの参加、ＡＬＴによるコミュニケーション能力の向上に

向けた取り組み等を実施した。  

  上記大学における研修およびその事前・事後研修、課題研究の英語によるプレゼンテ

ーション、科学的内容の原書講読等の取り組みを通じて、国際的に活躍できる人材を

育成するプログラム開発を進めた。  

 

・２５年度  

７月１３日から７月２０日の７泊８日で２年生１６名が、ＵＩＳでの科学研修を実

施した。  

これは、  

①  国内では見ることのできない植生や生態系を学び、米国最大級の自然回復プロジ

ェクトに関わる大学レベルの科学的活動を体験させることで、環境に対する幅広

い見方・考え方を養い真理の探究に向けた意欲・関心を高める。また、現地で研

修した内容を持ち帰り、日本において授業または報告会で再び発表・議論を重ね

ることで、本校生徒全体に興味・関心を促し、より多くの国際的な科学技術系人

材の育成を目指す。  

②米国の科学者から直接講義を受け、実験・実習・フィールドワークの指導を受ける

ことや、現地で学習・調査・研究した内容を現地指導者と議論をしながらまとめ、

科学者の前でプレゼンテーションをすることで、グローバルな視点をもつ人材育成

に必要な国際性及び即興的かつインテラクティブな英語運用能力を養う。  

ことを目的とし、科学研修の効果がより高まるよう、十分な事前・事後研修を計

画し実施した。また、在校生、保護者への報告、足高ＳＳＨ通信やホームページ

での報告も行うと共に、今年度の反省に基づき次年度のＵＩＳ科学研修の準備も

進めた。ＵＩＳ研修以外ではＡＬＴによる科学英語の指導、課題研究の英語によ

るまとめやプレゼンテーション、ディベートの指導等を行い、国際的に活躍でき

る人材を育成するプログラム開発に努めた。  

 

・２６年度  

昨年に引き続き、７月８日から７月 17 日の９泊１０日で２年生１２名が参加し米

国イリノイ大学スプリングフィールド校 (UIS)での科学研修を実施した。研修内容に

対し日程が短いとの前年の反省から十分な研究時間の確保のため昨年よりも日程を

２日延ばした。高校では体験できない研究レベルのものを高校生向けにアレンジして

もらったものではあるが、海外の研究者の研究姿勢などについて学ぶ機会として大変

有効であったといえる。また、英語によるコミュニケーション能力の向上にも大いに

効果があった。  

   ３年生は英語科教員とＡＬＴを中心に教科「ＳＳ」を活用し、英語での表現力・

コミュニケーション能力・情報発信力の向上を目指して前年度の課題研究論文の英

訳に取り組んだ。  

 

・２７年度  

２６年度同様、７月８日から７月１７日の１０日間、米国イリノイ大学スプリン

グフィールド校(UIS)において、ＳＳＨ海外研修が実施され、２年生１１名が参

加した。２６年度に引き続き、十分に研修を行うため初年度計画より日程を２日

延ばて実施したが、それでも内容的にはかなり密度の濃いものであった。また、

現地での活動内容については随時ホームページにて発信した。  

 課題研究の中では、３年次において、英語での表現力・コミュニケーション能



力・情報発信力の向上を目指して前年度の課題研究論文の英訳に取り組んだ。ま

た、英訳した研究内容について英語による発表会も実施した。  

 ・２８年度  

２７年度同様、７月２１日から７月３０日の１０日間、米国イリノイ大学スプリ

ングフィールド校 (UIS)において、ＳＳＨ海外研修が実施され、２年生１７名が参加

した。本年度は海外研修専用のリーフレットを作成したことや、参加者が下級生へ

海外研修の報告内容を工夫したことによって、参加希望者は過去最大となった。ま

た、授業時間確保の点から実施時期を見直した。また事前研修では、ＡＬＴを活用

した英語での探究活動プログラムを開発した。海外研修に参加した生徒のアンケー

ト結果は良好であった。  

３年次の課題研究では、課題研究論文の英訳・発表及び論文の製本化を実施した  

（５） 地域における科学教育の拠点校としての在り方の研究 

 仮説⑥ 地域との連携強化 

 ・２４年度  

足利及び佐野各地区の中学生を対象に、オープン理科教室を開催し中学生４４名が

参加した。地域との連携を保ちながら本校のＳＳＨ活動を広く紹介することと、地域

の中学生が科学のおもしろさや不思議さを体験し、興味・関心を深めてもらうことを

ねらいとし、併せて本校生徒をＴＡとして参加させ、コミュニケーション能力の向上

を図った。  

    また、ＳＳＨの諸活動をＳＳＨ通信にまとめ近隣の中学校、学習塾等にも配布し

て地域との連携強化を図った。  

 

・２５年度  

８月に行われた足高祭において来場者が自由に参加できるスタイルのオープン理

科教室を開催した。各テーマに小学生から年配の方まで、多くの来場者に参加してい

ただき好評を得た。また、２４年度同様、１２月に足利及び佐野各地区の中学生を対

象に、オープン理科教室を開催した。参加者は８２名になりほぼ倍増し、地域への広

報活動が進んでいることが伺える。ＴＡとして指導にあたった生徒も積極的に説明や

実験の補助を行い表現力、コミュニケーション能力の育成につながった。  

  ＳＳＨの諸活動をＳＳＨ通信にまとめホームページへの掲載、近隣の中学校、学習

塾等への配布を行い地域との連携強化を図った。ＳＳＨ通信の発行回数も平成２４

年度に比べ増加した  

 

・２６年度  

  ２６年度のオープン理科教室は夏期休業中と１２月に小学生を対象に開催し、計

170 人の参加があり好評を得た。この活動は地域の子ども達が科学のおもしろさや不

思議さを体験し、興味・関心を深めだけでなく、本校生徒にとってもコミュニケーシ

ョン能力の向上が期待でき、効果の高い事業である。参加者数の増加や事業への高い

評価から、本校のＳＳＨ活動や研究成果をより多くの地域の人々に発信できたと考え

られる。  

   「ＳＳＨ通信」は校内に掲示し事業成果を学校全体に普及するとともに、本校ホ

ームページへの掲載、近隣の中学校や学習塾等への配布を行っている。事業の増加

に伴い発行回数も増加し、地域への情報発信力を高めた。  

 

・２７年度  

年２回実施してきたオープン理科教室の２回目について、今年度は地元足利市の

山辺公民館と、足利市にあるもう１つのＳＳＨ校である白鴎大学足利高校と３団体

で共同開催を試みた。これにより、地域の小学生だけでなく社会教育施設や他のＳ

ＳＨ校とも連携を強化することができた。白鴎足利高校とは今後も様々な場面にお

いて連携を模索していきたい。  



ＳＳＨ通信は、発行回数を増やした昨年と同規模の発行を行うことができた。

またＨＰでは、海外研修の現地での情報等を当日或いは翌日に掲載し、更新のス

ピードを大幅に短縮することができた。  

 

・２８年度  

    ２７年度に引き続き、オープン理科教室の２回目を足利市の三重公民館にて白鴎

大学足利高校と３団体で共同開催した。これにより、オープン理科教室のうち１回

は、市内の公民館を回って開催していくというスタイルができあがった。また白鴎

大学足利高校との連携も継続して行うこととなった。また、同じく県内のＳＳＨ校

である栃木高校ともＳＳＨ発表会で生徒交流を行うことができた。  

ＳＳＨ通信は、２７年度とほぼ同じ頻度で発行を行うことができた。またＨＰでは

海外研修の現地での活動内容について、毎晩直接現地からアップロードすることに

より、リアルタイムで更新することができた。  

 ② 研究開発の課題   

  上記の５テーマについて、今後取り組むべき課題は次の通りである。 

（１）基礎学力向上のための教育カリキュラムの研究 

 仮説① 組織的、横断的な指導による国際的視野を有する人材の育成 

・組織的、横断的な指導の検討 

 足高サイエンスプログラムや課題研究の指導を中心に、校内組織全体での指導

に一定の前進が見られている。しかしながらサイエンスプログラムは、教科は横

断しているものの教科の融合までには至っていない。他の先進校で見られるよう

な英語＋理科、数学＋情報のような、それぞれの教科の内容を相乗させる融合型

科目の研究開発にも力を入れていきたい。  

また、課題研究は国際数理コースと文系ＳＰコースそれぞれに担当教員（国際

数理コースは数・理中心、文系ＳＰコースは社・国・体中心）に別れて指導して

いたが、文系ＳＰコースの生徒が自然科学の研究をする場合、専門の担当者がい

ない問題が生じている。また文理融合的な研究に対応できない問題もある。各コ

ースの課題研究を統合し、互いに行き来可能なシステム作りがひつようである。  

教員間にはまだまだ温度差があるのも事実である。これは、単に非協力的とい

うわけではなく、各教員の専門性の違いから、指導に躊躇してしまうという理由

も考えたれる。今後、教員に単純に指導を依頼していくだけでなく、指導しやす

いガイドライン作りも必要だと考える。  

 ・知的好奇心育成のための取組（体験型研修の実施方法の検討）  

 ２７年度から、１年生希望者対象の体験型研修を、ＳＳ基礎の中の選択必修型

のプログラムとして再編し、全員が最低どれか１つの研修に参加させるようにし

た。生徒が自分で選んだため、興味関心を持って研修に参加していた。課題とし

て、事前事後指導は行っているものの、どうしても単発的活動で終わってしまっ

ている。選択研修で生じた問題意識をさらに探究活動へと繋げていくプロセス作

りを検討していく必要がある。  

・評価方法の検討 

 ２８年度より課題研究の評価にルーブリックを試行し、活動段階毎でより客観

的な評価を行うとともに、生徒の目標設定を明確にするように努めた。先進校視

察や校内研修を行って研究を進めたが今後さらに研究を続けていく必要がある。 

 仮説④ 情報活用能力の育成 

「ＳＳ情報」で行われているミニ課題研究は情報の収集・発信には有効だが、２

学年の課題研究と接続が行われない。課題研究のテーマ決めには多くの時間が費

やされるため、２期目は１学年の研究内容が継続できるようなシステムを構築し

たい。 

 また、情報収集に関しては安易にインターネットのみに頼る例も未だ数多く見



られる、情報の信憑性や著作権等についても「教科情報」と連携して学ばせる必

要がある。 

（２）研究開発科目への取組 

   仮説③ 文系ＳＰコース在籍生徒の理数的問題処理能力の育成のための研究 

   －科学的視野をもつ人材の育成－ 

 文系ＳＰコースの生徒については課題研究「ＳＳ学際Ⅰ」「ＳＳ学際Ⅱ」と文

系生徒向け講演会（会計学、地球科学等）の２方向から事業を展開した。講演会

に関してはいずれも生徒の反応は良く、アンケート結果にも良い評価が表れてい

る。今後さらにコース生徒に適した講演内容を研究していきたい。課題研究に関

しても人文社会、芸術、体育など様々なテーマで調査・実験を行い、探究活動を

行った。（１）でも記載した通り、今後は自然科学や文理融合型のテーマにも対

応できるよう、カリキュラムを改善していきたい。  

（３）大学、研究施設、足利学校を含む地域の文化施設、地域等との連携推進と

実践状況の検証 

 仮説② 大学・研究機関との連携を継続発展させた学習方法の開発 

・課題研究に関する高大連携・地域連携のあり方 

 足利工業大学、群馬大学、宇都宮大学等と連携し、課題研究を実施することが

できた。大学と連携した課題研究は、高校では扱うことができない実験機器や試

薬を用い、より高度な研究ができる。しかしながら、活動内容が大学側主体で決

まってしまったり、生徒が研究内容を理解しきれずに終わってしまう面もある。

大学との課題研究の連携については、単に大学に丸投げするのではなく、校内・

大学それぞれで活動できる部分を明確化し、生徒が主体的に活動していく環境作

りに務めていく必要がある。  

（４）国際性への取り組み 

 仮説⑤ 国際的に活躍できる人材の育成 

  ・英語による発表への取組 

 ３学年の課題研究「ＳＳ探究Ⅱ」「ＳＳ学際Ⅱ」において、課題研究を英文で

まとめるとともに、その内容について英語による発表会を行う体制を構築できた

。発表を行うことで、本校の生徒の苦手とする「自分の考えを分かりやすく伝え

る」力が改善されたと考えられる。英語力の生徒の変容を測る手段として、GTE

Cをはじめとする各試験の導入を検討しているが、各試験の効果、妥当性につい

ては各教員の意見が分かれており、英語科とも協力して今後も研究を続けていく

。  

（５） 地域における科学教育の拠点校としての在り方の研究 

 仮説⑥ 地域との連携強化 

 ２４年度からスタートしたオープン理科教室は、現在まで合計９回実施するこ

とができた。また、実施を重ねて行くにしたがい、本校生徒をティーチングアシ

スタントとして生徒自身の研修の場と位置づけ、また、同市内の白鴎大学足利高

校や市内各公民館との共催をスタートするなど内容を深化させて現在に至ってい

る。この活動は地域の新聞やニュースにも取り上げており、地域貢献や本校のＳ

ＳＨ活動の情報発信の場として貴重なものとなっている。今後さらに内容を深化

させて行きたい。  

また、同じく県内の栃木高校も、本校と同じ普通科男子校でＳＳＨ指定も同じ

平成２４年度であり、非常に関係が深い。ＳＳＨ研究成果発表会において生徒間

の交流や研究内容の発表を行っている。今後は共同研究なども視野に連携を進め

ていきたい。 白鴎足利高校、栃木高校の他にも、本校の位置するＪＲ両毛線沿

線には佐野日大高校、桐生高校など多くのＳＳＨ校が存在する。これら両毛地区

のＳＳＨ校と連携をさらに模索していきたい。  

 


